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新環境センターから排出したばいじん処理物に係る新環境センターから排出したばいじん処理物に係る
大阪湾広域臨海環境整備センター大阪湾広域臨海環境整備センター（フェニックス）（フェニックス）

への搬入の停止についてへの搬入の停止について

　10月26日に、フェニックスからの通知により、新環境センターから搬出された「ばいじん処理物（飛灰）」のダ
イオキシン類濃度が受入基準（3ng-TEQ/g）を超過（7.8ng-TEQ/g）したことが判明し、これに伴い、フェニックス
への「ばいじん処理物」搬出が停止されました。
　新環境センターが稼働して、間もない時期にも関わらず、このような事案が生じたことにつきまして、地元の皆
さまはもとより、市民の皆さまにご心配とご不安をおかけいたしましたこと、深くお詫びを申し上げます。
　新環境センターのDBO事業者（設計・建設と20年間の運営を行う事業者）である「㈱もりやまエコクリーン」と
共に、早急に発生原因を特定し、ハード・ソフト両面の改善策を実施し、万全の再発防止策を講じたところで
す。現在、十分な安全性を確保する中で、運転を再開しています。
　なお、今回の事案の原因となった「ばいじん処理物」は、ごみ焼却炉内で発生し、再燃焼室、冷却装置を経て、
バグフィルタで集じんしたものであり、施設外に出るものではなく、健康に影響をおよぼすものではありません。
また、同事案を踏まえ、独自に実施した排ガスの調査結果では、自主規制値（0.05ng-TEQ/㎥N）を1/2000
と大きく下回る値（0.000021ng-TEQ/㎥N）であり、問題ない状況にございますので、ご安心ください。

　今後、二度と同様の事案が生じないよう、監督責任を有する守山市として、「㈱もりやまエコクリーン」と
連携し、運転監視体制を強化し、安全・安心な運転管理を徹底してまいります。

スケジュール
①対策工事を行い、11月4日に運転を再開しました。
② 受入停止中の「ばいじん処理物」については、「㈱もりやまエコクリーン」が責任を持って外部処理します。
③ 運転再開後、「ばいじん処理物」の分析および排ガス測定を行い、改善報告書を提出し、搬入停止解除に向

けて鋭意努力します。
　 　なお、運転再開後、1ヵ月間、毎週分析を行い、基準値以下であることを確認した上で、フェニックス

の了解を得ることが前提であることから、12月下旬からの搬出を目指します。

発生原因
原因Ａ： 焼却炉内部（図）の火格子（ストーカ）の隙間に不燃物がかみ込み、火格子に浮き上り・ずれが発生
　　　※ 火格子（ストーカ）： 焼却炉内で格子状に配置されている厚い鋼鉄で、この上でごみが焼却されます。
原因Ｂ： その結果、徐々に主灰（主な焼却灰）や不燃物が、焼却炉下部のホッパに落下・堆積し、最終的に、一次燃焼空気を送

り込む配管出口が詰まり、閉塞した状態が発生
原因Ｃ：�これにより、焼却炉に送る一次燃焼空気量が低下し、不完全燃焼が発生したことが「ばいじん処理物」が受入基準値を

超過した主たる原因
　　　※ なお、ホッパから集積された主灰は受入基準値を満たしていることを、別途確認しています。

改善対策
　「㈱もりやまエコクリーン」が、以下の改善対策を早急
に講じました。
対策①：�火格子（ストーカ）の浮き上がり・ずれを防止す

るため火格子同士のボルト接合
対策②：�ホッパ内部の詰まりを確認できる点検口を設置

し、主灰の詰まりを除去できる清掃口を設置
対策③： 灰詰まりの解除作業、落じんコンベヤの灰搬送

状況の確認について運転マニュアルの改訂を
行い、点検を強化
加えて、
対策④： 万全を期すた

め、二重の安
全対策とし
て、再燃焼室
の燃焼向上
の観点から、
二次燃焼空
気の吹き込
み改良など
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※ごみの収集および自己搬入の受け入れについては、通常どおり行っています。
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